Moodle ハンズオンワークショップ
「ワークショップモジュール」

ワークショップモジュールは学生に課題を課して提出させ、提出物を評価することに長けたモジュールです。直接編集ツールを使用して説明または作業内容を作成します。音声や映像の貼り付けが可能なので、英単語の聞き取りテストやビデオ課題の出題にも利用できます。ただ課題を提出するのみならず提出物の見本が具体的に呈示され、どういった観点で評価されるのかを知ることができます。このモジュールでは、学生が他の学生の評価をする事ができます。また、自分の課題に対するほかの生徒の評価を見る事もできます。教師は、生徒の課題を評価し、成績を生徒に公開することができます。その際、成績を表示する人数の設定や生徒に提出者の名前を隠すことができます。
ワークショップの流れ

●ワークショップの作成
１．編集モードをＯＮにします
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２．ワークショップモジュールの追加を行います
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次のようなワークショップモジュール編集画面が表示されます。

（ワークショップ編集画面その１）
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３．ワークショップの題名を入力します
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４．詳細を入力します
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５．配点と評価方法を決定します
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「学生が評価に使用する評点」：学生の相互評価による配点

「提出物のための評点」：教師による学生の提出物への評価

「評価方法」：評価方式の選択（今回は累積方式に設定した場合の説明を記します）

評価方法の詳細についてはプルダウンメニュー右のヘルプを参照してください


６．評価基準の数を決定します
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ここでは、評価基準のカテゴリ数を決定します。評価基準の詳細については基本設定が修了したあとに行います。

７．提出物の設定します
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「提出物に求められる添付ファイル数」：moodle上で作成可能なテキスト以外にワード文書やイメージの提出を求めるときに使用します。

「再提出を許可」：学生が一度提出したものを変更、上書きすることができるよになります。


８．模範解答に対する評価の設定します
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ここで設定した数値によって学生に教師の模範解答に対する評価を要求します。０に指定した場合は模範解答に対する評価は必要なくなります。

＊現在、数値を1以上に設定しても模範解答のフェーズが実行されません。今回は模範解答に対する評価を０に設定したものを説明します。

９．評価に関する設定します
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「評価の比較」：教師による評価による学生の相互評価のバランスを設定します。

「学生の提出物に対する評価数」：学生が他の学生の提出物を評価する数を設定します。

「教師の評価に関する比重」：教師の評価と学生同士の比重を設定します。

「オーバーアロケーション」：個々の学生により提出時期が大幅にずれ、学生が行う評価がスムーズに流れないと考えられるときに設定します。数値を大きくすればするほど早く提出した学生同士で評価をおこうなうように割り振ります。

（ワークショップ編集画面その２）
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９．相互評価の設定を行います

[image: image12.jpg]BOFHE: [Yes=] @
SFHEELHE: [0 @
FIEORICESERT: [ =] @





「自己評価」：自分の提出物に対する評価を行えるかどうかを設定します。

「評価に同意が必要」：他の学生の評価に対して同意を行うまで評価が反映されなくなります。

「同意の前に評点を隠す」：同意が必要な場合に限り、同意が行われるまで評点が表示されなくなります。

１０．成績一覧と名前の表示の設定を行います
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「提出物の成績一覧表」：提出物の上位から設定した数の学生が表示されます

「学生より名前を隠す」：相互評価の際にお互いの名前を表示するかどうか設定します。
１１．パスワードの設定を行います
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「パスワードを使用」：パスワードの使用・不使用を設定します。

「パスワード」：パスワードを設定します。

１２．提出物に添付されるファイルの最大ファイルサイズを指定します
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「最大サイズ」：提出物に添付されるファイルの最大ファイルサイズを指定します

１３．各フェーズの時間設定を行います
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各フェーズの開始日時と終了日時の設定を行うことができます。提出開始日時と評価開始日時は同じでも構いません。

ここで、正しくない時系列を入力するとエラーが表示されます。

１４．グループと活動表示の設定を行います
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「グループモード」：グループの設定を行います。

「学生に表示」：表示に設定すると現在の設定したワークショップモジュールが閲覧可能になります。

１５．変更内容を保存して次へ進みます
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設定が修了したら「変更内容を保存」をクリックして次へ進みます。
評価要素の編集

ここでは教師、学生が提出物を評価するときの基準を作成します。内容は学生にも表示されます。評価要素に沿った配点で評価を行います。
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１６．評価要素の内容を入力します

提出物を評価する際に用いる評価要素を作成します。

例：提出期限に間に合ったかどうか？、内容　など

１７．評価基準を設定します

入力した評価要素の評価の基準を決定します。２段階評価や５段階、１０点満点、１００点満点などがあります。その評価要素に対してもっとも適した評価基準を選択してください。

１８．その評価要素の全体での比重を決定します

　その要素が全体でどのくらいの比重をもつかを設定します。数値が大きくなれば大きくなるほど重要な要素であるということになります。

１９．設定を保存します
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前ページで設定した評価要素数だけの評価要素を作成したら、「変更を保存」をクリックして次へ進みます。正常に保存されるとその旨が表示されます。

以上でワークショップモジュールの初期設定は終了です。
●課題の提出　～学生～

設定した提出開始日時以降、学生は課題を提出することができるようになります。学生が課題を提出する手順を説明します。

１.作成されたワークショップモジュールをクリックします

[image: image21.jpg]“Ep -4 - Q[ 4| Qnr @pR

0 @7y BBDSIEHO

PEVA) [ bt/ e-learting-servics net/ mie-u/course/view phy id=1 042

=] o |1 >

T4 -SLRERR B

BRATvay @

FO74—ILOFRE *

B 20 —FEEETS

B w101 hSERERE
EE)

v a2 =]

7=a7)L 101
2THa-2

S-2NFIVORE

- ROBR(EERIR)

03/25- 03/ 31
BUETIIERBERM CFELET

TR SERT-
BFT B

=l
@ R
o e
[ e
it
G FERRITONTEGER DS
P
BafEHE Ly

© o
20064 03,4 318 (13:15)

B U-vI0sE 08
R TES
200648 035 31 & (20:09)

B 002 IO O
wTE
200648 035 318 (21:09)

T#EBROTR #@TH
)
20064 045 45 (03:00)

20064 045 138 (19:20)

& HEBROD -y
OFESEE

20064 045 138 (21:35)

ALUE -1
HLLA U

BEDER =]
20065 03 A 268 (Be28)

2911 IR

|

s

L




次のような画面が表示されます。
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A提出期間と評価期間が表示されます。各終了期限を経過したあとは学生は課題の提出と評価を行うことはできません。

B このワークショップの満点を表示します。また右の「評価見本」をクリックすると評価に必要な評価要素が表示されます。

C ワークショップの「詳細」が表示されます。
２．課題に対する解答を入力します。
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解答を入力する欄は簡易HTMLエディタです。直接入力するだけで自動でHTMLを作成します。ENTERキーを押すと<P>タグ（段落）が入力されます。1行改行を行うときはENTERキー＋Siftキーです。
添付ファイルはワークショップの設定によって提出しなくてよい場合もあります。またファイル数もワークショップの設定に依存します。ワード文書やイメージ、ZIP圧縮されたファイルなどをアップロードすることができます。

正常にアップロードが行われると次のような画面が表示されます。
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以上で提出の手順は終了です。

●提出物の評価　～学生～

設定した評価開始時間以降、学生が相互評価を開始することができます。ワークショップの設定でオーバーアロケーションを高めに設定していると提出が終わった学生から相互評価対象が割り振られます。オーバーアロケーションが０に設定されているとコースに登録している学生をランダムに割り振ります。

学生による提出がある程度行われた後、学生がワークショップにアクセスすると次のような画面が表示されます。
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A 自分自身が提出した課題が表示されます。自己評価をYesに設定すると評価することができます。

B 他の学生の提出物が表示されます。ここに表示されるものは全ての学生の提出物ではなく、評価を行うために割り当てられた提出物のみです。ここに表示された提出物の評価を行います。

１．自分の提出物を評価します
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次のような画面が表示されます。
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上段が提出物の評価ウインドウ、下段が提出物の内容になります。添付ファイルの名称をクリックするとダウンロードすることができます。テキストの内容と添付ファイルにより上段の評価を判断していきます。

提出物の評価ウインドウは下図のようになります。

２．自分の提出物にたいして評点をつけます
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ウインドウをスクロールして設定された評価要素全てに対して評点をつけてください。また、フィードバックは必ずしも入力しなければならないものではありません。

３．自分の提出物に対する評点を保存します
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正しく評価が終了すると点数が表示されます。
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４．自分の提出物の評価と同様の手順で他の学生の提出物を評価します
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正しく評価が行われると上図の「評価する」という文字が「編集」に変わります。

また、編集可能な時間が経過すると評価した課題の一覧も生成されます。
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同様の操作を繰り返して、割り当てられた提出物全てに対して評価を行います。

相互評価が正しく行われた場合、下図のように自分の提出物に対して他の学生が行った評価が表示されます。
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以上で学生による相互評価は終了です。

●提出物の評価　～教師～

学生の提出物に対して教師で評価を行います。学生の相互評価が終了してから行うのが一般的ですが、途中で行うこともできます。その際は、教師評定の公開日時を学生の評価終了時間より後に設定して下さい。

１．ワークショップモジュールにアクセスする

学生から課題が提出されると下図のように表示されます。
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A 他の学生の提出物に対しての評価とその評価に対する評点

B 提出物に対する他の学生の評価とその評点

表のなかの表示された点数の詳細
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２．提出物に対して評価を行う
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学生で相互評価を行ったときと同じ画面が表示されます。評価方法は学生と全く同じです。全ての提出物に対して評価を行ってください。

全ての評価が終わると下図のようになります
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教師によって提出物の評価が行われると、学生の相互評価と教師の評価が比較されます。教師の評価により近いほど評価の評点は高くなります。評価の比較は各要素ごとに判断されます。

評価と提出評点の合計がその学生のワークショップでの得点となります。

以上で教師による提出物の評価は終了です。
●教師の評価の公開

学生による課題の提出と相互評価、および教師による評価が終了したら全ての評価を学生に表示されます。提出・評価の終了期日が経過するまで結果は表示されません。

学生のワークショップのトップページに下図のようなワークショップの得点が表示されます。
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また、提出物の評価が高いものからランキングが表示されます。これには評価に対する評点は含まれていません。
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以上でワークショップモジュールは終了です。

編集モードON　をクリックしてください





活動の追加プルダウンメニューの中から課題をクリック





３





それぞれの配点を設定


評価方法を累積方式に設定





評価に使用するカテゴリの数を設定





添付ファイルの有無と再提出の設定





４





５





６





７





８





９





模範解答に対する評価数を０に設定





変更内容を保存をクリック





９





10





11





12





13





14





15





「自己評価」は任意設定


「評価に同意が必要」はNoに設定





成績を表示させたい上位人数を設定


学生の名前の表示・非表示の設定





17





18





16





作成したワークショップモジュールをクリック





A





B





Ｃ





題名を入力





提出物の内容を入力





参照をクリックして提出物に添付するファイルをローカルディスクから選択





入力終了したらクリック





続けるをクリック





A





B





評価するをクリック





評価要素の内容にしたがって評点を付ける





この評価要素に対するフィードバックを入力





全ての要素に対して評価が終了したらクリック





しばらくすると自動でワークショップのトップ画面に遷移





評価するをクリック





表示をクリックすると評価の詳細とフィードバックが表示されます





他の学生による評点





Ａ





Ｂ





評価するをクリック





ワークショップの設置


課題の設定





評価要素の設定





模範解答の作成


（現在未稼動）





評価要素を確認





模範解答を確認


（現在未稼動）





模範解答を評価


（現在未稼動）





模範解答の評価に対する評価


（現在未稼動）





課題に対する提出物の作成と提出





学生同士の提出物に対する相互評価





教師による提出物の評価





全ての成績の公開





教師





教師





教師





教師





教師





教師





学生





学生





学生





学生





学生
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